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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 気仙沼市立水梨小学校                        

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８８－０１６９     

      宮城県気仙沼市物倉山６                               

  E-mail mizu-s8@sunny.ocn.ne.jp                       

  Website http://www.kesennuma.ed.jp/mizunashi-syou/?page_id=18                      

  児童生徒数  男子 10名   女子  13名  合計  23名 

        児童・生徒の年齢 7 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 
（１）「水梨を知ろう」（対象：全学年） 

     地域の風土に詳しい方をお招きして，写真を交えてお話を聞いたり，その場所に見学に

行ったりする。また，それをもとに調べ，分かったことを発表したりする。 

    ○１・２年（生活科）：水梨地域の春の草花や秋の樹木や木の実を観察する。 

    ○３・４年（総合）：水梨地域の樹木や草花などを観察したり，調べたりする。 

              水梨地域にある用水路を観察し，その歴史について話を聞く。 

    ○５・６年（総合）：水梨地域にある森林の役割について聞く。 

              水梨地域の歴史について聞く。 

    （写真①「３・４年生の水梨発見マップ」） 
 

   

（２）「羽田神楽を学ぼう」（対象：３～６年・総合） 水梨地域に古くから伝わる羽田神楽

について，地域の方から歴史や踊りを学び，地域に伝わる文化を受け継ぐ。 

    ○ 神楽の歴史や踊りの意味を調べる。 

    ○ 神楽踊りを練習する。 

    ○ 運動会で発表する。    

 ○ 羽田神社の「お山がけ」で発表する。 

    ○ 神楽発表会で発表する。 

 

   （写真②「運動会での神楽踊り」）  

 

 

（３）「焼き物で表現しよう」（対象：５～６・総合） 

    地域の陶芸家の先生にご指導をいただき，地域の土を使って，粘土を作り，与えられた

テーマからイメージして，自分なりの作品を作る。作った作品について，合評会で発表す

る。 

    ○ 焼き物作りについてのオリエンテーションをする。（イメージ作り） 

    ○ 土作りをする。（砕く，こねる。） 

    ○ テーマから想像を広げ，作りたい形を決める。 

    ○ 形成する。 

    ○ 合評会で作品の発表をする。（２学期末 学習参観日） 
   

（写真③合評会「作品についての児童の発表」） 

（写真④合評会「児童の作品」） 

（写真⑤合評会「陶芸家の先生による寸評」） 

 

   

 （４）「米作り」（対象：全学年・行事，児童会） 

   地域の基幹産業である米作りを体験し，どのようにして米作りが行われているかを知る 

  だけでなく，米作りが多くの人手と手間がかかっていることを知る。また，感謝祭を行い， 

  地域でお世話になっている方々や保護者・祖父母を招待し，餅つきをしてみんなで収穫を 

  祝うとともに，お世話になった方々に感謝の気持ちを表す。 

    ○ 田植え，稲刈り，脱穀をする。 

    ○ 感謝祭で米作りについての感想を発表し，餅つき，会食をする。 

          

（写真⑥「田植え」 ⑦「稲刈り」 ⑧「感謝際餅つき」 ⑨「感謝際会食」） 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


